
サバニ沖縄の小型舟

• 沖縄独自の小型舟の『サバニ』

• サバニの原型は独特の船型で、
• 造波抵抗が少なく、
• 保針性

の良さも好評である。

• 沖縄と東ドイツの湖沼地域には、きわめて優秀な性能と性格に到達した艇群が現存し、

沖縄では「サバニ」、ドイツでは「ヨレ」と呼ばれるが、相互の連絡は全くない。

• 第一回目のアメリカズカップ日本チャレンジ艇は、このサバニの船型を元に作られた。

• 沖縄に伝わるサバニは、卓越した船型を持ち、帆を張り、高速で航行した優れた舟。

• 荒天に際しては、水舟にして、天気の回復を待ち、生き延び、復帰することで、使われ

て来た。

• 必要に応じ、アウトリガー付き、二艘連結、四艘連結を行い、安定航行と積荷の増大を

図る。

• 戦後（第二次大戦後）２艘連結の帆付サバニに山羊を乗せて、東南アジアへ航

海し、出稼ぎをした沖縄人もいたとの話がある。

• 多数のサバニが使われた。

• 18世紀初、琉球王府の布告によると、2,700余艘存在とのこと。
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http://yaeyama.main.jp/sabani/talk.htm 新城師匠かく語りき・・・サバニ対する師匠の考えより



サバニ ： 沖縄の小型舟
• サバニは、元来、一木を刳り抜いた丸木舟（刳り舟）であったが、やがて琉球王府の山林保護政策から剥ぎ舟への転

換が図られた。（豊見山 和行著 「船と琉球史― 近世の琉球船をめぐる諸相―」）

• 現在のサバニは板材を接合した舟だが、それ以前は「刳り舟」で丸木から削りだす丸木舟であった。

1737年琉球王府は、進貢船用の大木が減少したため、原因となる、「刳り舟」を禁止したが、長期間、守られず、「刳

り舟」が長く使われた。

 丸木舟の性能が「板材の剥ぎ舟」より余程良かった？ 丸木舟が作り易かったか？

• 技術の系譜を考える場合、世界最高峰の船形が、沖縄で熟成されたことは、偶然では無く、長期間、過酷な利用に

よって生み出されたものと推察する。それは、流れの速い黒潮を横切り、遡って航海することが多く、台風銀座の海域

の中で、嵐に負けない・生き延びる舟を沖縄の祖先が、手痛い経験の中から、強い必要性の中から、作りだしたものと、

畏敬の念をもって考えます。

• 黒潮を越え、日本本土や中国本土との往復が、

高性能で保針性の高いサバニの船形を生み出したと考える。

• この丸木舟のサバニを刳り貫くために開発された石器が、丸ノミ型石斧と考える。
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慶良間の博物館にある丸木舟のサバニ
http://takezoumaru.blog.fc2.com/blog-entry-260.html
湯河原・真鶴／野生生物探検隊 より
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